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９月定例会で予定されている一般質問の概要 

 

 

 下記の順に質問し、各質問者の持ち時間は最長で８０分です。 

  

９月４日（金）午前１０時から４名、９月７日（月）午前１０時から３名の予定 

 

 

質 問 者 質 問 事 項 

２番 

新井 幹夫 

１ 水道料金の減額について 

 １）集会施設等の水道料金の減額について 

  

２ 若者定住対策について 

 １）若者が就労できる企業誘致の取組み状況について 

 

３ 農業振興について 

 １）耕作放棄地解消の取組みについて 

 ２）特産品（振興作物）の開発状況について 

 

５番 

和田 一秀 

１ 染野村政３期目の公約について 

 １）３期目の公約について 

 ２）地区懇談会を終えての感想について 

 ３）公約実現に向けての新しい取組みについて 

 

２ 森林整備計画について 

 １）県の信州の森林づくり事業と、村の森林整備計画の関係につ

いて 

 ２）長野森林組合長野支部が実施する「高府団地」事業について 

 ３）「高府団地」事業実施に伴う、村の管理体制について 

 

３ 村内の空き家問題について 

 １）村内の空き家の状況について 

 ２）環境・景観整備の点から見た空き家について 

 ３）空き家、空き地の流動化と有効利用について 

10番 

峰村 正一 

１ 上信越自動車道に連結するトンネル・道路構想について 

 １）都市計画と事業化の要望について 

 ２）北陸３県への働きかけについて 

 ３）2038年冬季五輪招致にあわせた県・国への働きかけについて 
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２ 小中学校の学校給食について 

 １）調理受託企業との定期的な協議について 

 ２）アレルギー対応について 

 ３）食育(給食)だよりでの地元食材生産者の紹介と配布について 

 ４）食育に対する村長の考えについて 

 

３ 東京都北区滝野川小学校の火災から考えることについて 

 １）日常の洗濯、乾燥の行動の指導について 

 ２）火災等の緊急時の救助袋と使用訓練について 

 ３）小中学校の火災・地震訓練について 

 ４）教職員による、避難器具・消防設備点検、防火管理体制、地 

震・火災時の初動対応等の研修訓練について 

 

４ 熊本や神城断層地震、異常気象の災害から考えることについて 

 １）防災対策の取組み、備蓄品・備蓄倉庫の状況について 

 ２）災害時の情報収集の期待がもてるドローンの状況について 

 ３）神城断層帯の再周知について 

 ４）線状降水帯のよる土砂崩れ、水害対策の周知について 

 ５）洪水、土砂災害対応等の新しいハザードマップについて 

 

９番 

山本 陵 

１ 関係人口について 

 １）関係人口の考え方について 

 ２）課題と今後について 

 

２ 財政について 

 １）課題について 

 ２）今後について 

８番 

大久保 利廣 

１ 地区要望について 

 １）要望内容と協議進捗状況について 

 ２）各区への交付金の配分方法の見直しについて 

 

２ 村道管理について 

 １）村道の草刈りについて 

 ２）その他村道の見直しについて 

 

３ 景観整備について 

 １）外来植物駆除補助金の復活について 

 

４ 特産品の開発について 

 １）取組み状況と今後の方針について 
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７番 

小林 和人 

１ 政策施策について 

 １）公共施設（びっくらんど小川・公民館・学校）について 

 ２）上下水施設の更新と財源について 

 ３）北小川役場跡地の今後について 

 ４）移住者対応の法的根拠について 

 

11番 

松本 敏照 

１ 令和 7年度決算の総括について 

 １）決算に関する全体総括と各部局のまとめについて 

 ２）予定した事業の停滞・遅延の発生の有無について 

 ３）決算剰余金(繰越明許費除く)の処分方針について 

 ４）令和元年度から 7年間の基金の積立て、取崩し、残高の推移、 

及び中長期の積立方針について 

 

２ 人口減少対策について 

 １）移住定住促進事業の将来ビジョンと運営スタッフの充実につ

いて 

 ２）公営住宅の整備・空き家バンクの利活用、福祉施設(子育て支

援、高齢者福祉、教育支援)の充実・コミュニティの維持の投資

対効果や施策優先順位の考え方について 

 ３）即効性の高い空き家バンク事業の強化について 

 

３ ３水源地(塩沢・薬師・成就)の今夏の取水量や水位の変化につ

いて 

 

４ 建設から 27年経過のびっくらんど小川のこれからについて 

 

５ 建設から 10年経過のバスティ高府のこれからについて 

 

  


